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本日の勉強会の趣旨
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気候正義、未来世代法、環境とウェルビーイングに関する知見を踏まえながら、
若い世代のウェルビーイングと環境をどのように守り、未来へつなげていくのか
について、ジェンダーの視点も交えて考える機会

↓
構成
１．気候正義とは：今起きている気候「不」正義

２．未来世代法の実践からみえてくる希望と課題

３．環境とウェルビーイングの深いつながり

４．若い世代のウェルビーイングと環境をどう守り未来につなげるか



１．気候正義とは
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温室効果ガス排出の少ない地
域の人々がより脆弱で、深刻
な気候変動影響を受けている

(Samson et al, 2011)

人々の気候変動に対
する脆弱性
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１．気候正義とは
温室効果ガスを大量に
排出する社会≒大量エ
ネルギー消費社会≒経
済的に恵まれた先進国

気候変動影響を受ける
地域≒環境条件がもと
もと厳しい地域
≒もともと経済的に貧
しい途上国・過去に植
民地支配を受けて貧困
から抜け出せないでい
る地域
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(IPCC 2022)

(UNEP 2025b)

将来の世代に甚大な悪影響が
予測される

排出量のギャップは依然とし
て残っている
「目標から外れた」世界的な
取り組み

１．気候正義とは
将来の世代が被る悪影響の程度
は、これからの排出シナリオに
よって異なる
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１．気候正義とは

https://www.yomiuri.co.jp/national/2026082
7-GYT1T00077/

https://ourworldindata.org/data-
insights/which-countries-have-contributed-the
most-to-historical-co-emissions

・2024年のネパールの年間CO2排出量は1,880万トン
世界全体のわずか0.05%を占めるにすぎない

・1751年以降の累積排出量は世界全体の累積排出量の0.01%



(https://www.commondreams.org/news
/south-korea-climate-lawsuit)

(https://youth4cj.jp/)
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日本の公害・環境訴訟で若者
が主体的に原告になる例は
極めて珍しい

(https://www.wy4cj.org/icjao-proceedings)

国際司法裁判所の勧告的意見
も、バヌアツの学生運動が
発端

１．気候正義とは
気候変動訴訟の世界的な急増・拡大
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https://enb.iisd.org/international-
court-justice-advisory-opinion-
climate-change-23Jul2025

2024.3に国連総会が①気候変動に関して国が負う義務
内容と②これに違反した場合に生じる責任について、
国際司法裁判所に勧告的意見を要請

①について、
・NDC（国が決定する貢献）の策定にあたり、共通だ
が差異ある責任原則と国家協調義務の下、各国家は相
当の注意（due diligence）の下、世界全体として気候
目標の達成が可能となるような目標を設定するべき義
務を負う
（＝完全な裁量はない）
・この義務は国際慣習法からも基礎づけられる
・清浄で健康な持続的環境への権利は、あらゆる人権
享受の前提として全ての人に保障される

②について
・違法行為により損害を与えた国に対して違法状態の
解消、損賠賠償等、複数の方法による責任を負う
・

勧告的意見には各国
に対する法的拘束力
はないが、事実上の
影響力は大きい
＋全裁判官一致によ
る意見

１．気候正義とは
国際司法裁判所による「国が気候変動に関して負う義務」に関する
勧告的意見
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https://www.asahi.com/articles/ASV5N7R39V5NUHBI002M.html
国際社会の多数の意志として採択されることで、

勧告的意見には無視できない道義的・政治的影響力が生まれる

司法を超えて、政治的影響へ
１．気候正義とは



立法

行政 司法

市民

選挙により選ばれた議員が、
多数決により国のルールを制定

議員の任期≒選出母体の利益反映圧力
多数決→少数派の意見が

反映されにくい

立法府が制定したルールに基づいて
具体的な政策を実施

「人権の砦」「理性の府」
法律に基づいて個別具体的な
事件を処理
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市民から国家権力の発動を促す手段
（「裁判を受ける権利＊（憲法32条1項））
Case lawの積み上げ

法律による行政

司法審査

国民のwell-beingは
政治問題か人権問題か

→双方からのアプローチが必要

＊権利行使の途を十分に確保しないと
この権利は事実上奪われることになる

気候訴訟と三権分立
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気候訴訟とは：特徴４：
社会的弱者の声を反映する

若者と先住民族が、世界的に見て最も気候訴訟で頻繁に言及される脆弱な集団
であることが明らかとなった



• 自国の文脈に合ったwell-being目標（≒SDGs）を国民対話を通じて設定
し、その達成を公的機関に法的に義務付けた世界初の法律
（以下Wales法）

• 持続可能な開発のための2030年アジェンダ（10/21採択）に先駆け制定
（4/25） 互いに影響（→2024年9月の未来サミットでも本法を参照）

https://www.futuregenerati
ons.wales/wp-
content/uploads/2023/05/
EssentialsGuide_V01_11_D
IGITAL_Updated-1.pdf12

３ 未来世代法とは：Well-being of 
Future Generations (Wales) Act 2015



２．未来世代法が生まれるまで
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https://www.bbc.com/news/uk-wales-politics-
41199659

1997年 権限移譲・議会創設
“Permission to think differently”

1999年 ウェールズ政府設立

2014年 国民対話
“The Wales we want”

2015年 Wales法制定

https://www.ghibligoodsfan.com/items/24517050?srsltid=A
U7gw4VMNKrOkZwY1ZcgY5FzNV4Zt6xjiZU-Azd6pM4-
uKkadU4RXY2t
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Wales国会視察 （2023. 5/1＠カーディフ）

Transparencyを象徴するガラス
張りの建物の中にあった会議場
は、議員のunityを象徴する円形
の並び。多様な椅子があるのは
議員の身体的多様性のみに配慮。
傍聴者は上の階から議論を見下
ろす。
オンライン会議も頻繁にあるそ
う

三権分立の一側面：Walesでは



Wales法・7つの目標
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Well-beingを基軸に、環境が個別に紐づけられている

https://www.futuregenerations.wales/wp-content/uploads/2023/05/EssentialsGuide_V01_11_DIGITAL_Updated-
1.pdf

「繫栄する」

「より平等な」

「より健康である」

「文化と言語が活きた」「世界に責任を負う」

「レジリエントな」

「地域が団結している」
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Wales法・概要

（Well-being of Future Generations (Wales) Act 2015 Essentials Guide 
https://gov.wales/sites/default/files/publications/2021-10/well-being-future-generations-wales-act-2015-the-
essentials-2021.pdf

（10条３項）

7 Well-being goals （4条表）

指標（10条1項） （11条）

（17条） PBに対する監査（15条）

各種機関（６条）アセス実施（36条・29条） 進捗管理（40条）

SD５原則（５条２項）
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1 Wales法の紹介: ポイント

https://www.futuregenerations.wales/about-us/future-generations-act/

長期的視点 統合 関与

協力（他機関との協力） 予防
（予めの予防による効果的な目的達成）

持続可能な成長原則
…将来世代がそのニーズを満たす能力を損なわずに現在世代がそのニーズを
満たすこと（＝国連ブルントラント報告書（1987）による定義と同じ）
その際には、以下の５点に考慮する必要がある

（短期－長期の （機関毎の目的の （人々を巻き込み、
視点のバランス） 相互の影響） 多様性を保持）
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1 Wales法の紹介: ポイント
将来世代コミッショナー
…将来世代の立場に立って、ある政策の将来世代に対するインパクトについて、
調査研究結果に基づいて政府に提言を行う一人制の機関（法17条）

・政府と適切な距離を保ちつつ良好な関係を維持「批判的な友人」
・2019年に国家のM4バイパス計画（イギリス全国高速道路の１つ）について、

2017年に公聴会にて将来世代の最善利益にかなわないと進言し、計画廃止を
実現した実績

2代目コミッショナー・Derek Walker氏（https://futuregenerations.wales/）

https://futuregenerations.wales/


Wales法・成果
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(Davidson, 2024)



３．環境とウェルビーイング
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４．若い世代のウェルビーイングと
環境をどう守り未来につなげるか
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https://youtu.be/wj6q8Zvem_c?si=VKMiQnaJVJMmz_br

若者気候訴訟「私たちはまだ未来を選べる」

バヌアツの若者による国際司法裁判所での弁論
https://www.youtube.com/watch?v=hCMf-zTZf88&t=78s

ー若者は自ら声を上げ始めた
「冷笑主義」と向き合い闘い続ける彼らを、私たちはどう支えていけるのか

ーシニア故に持つことのできる長期的視点や智惠をどう受け継いでいくのか

ご清聴ありがとうございました

https://youtu.be/wj6q8Zvem_c?si=VKMiQnaJVJMmz_br
https://www.youtube.com/watch?v=hCMf-zTZf88&t=78s
https://www.youtube.com/watch?v=hCMf-zTZf88&t=78s
https://www.youtube.com/watch?v=hCMf-zTZf88&t=78s
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